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１．はじめに 

 2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震津

波により，東北地方は甚大な被害を受けた．このよう

な大規模な津波による被害を最小限にするためには，

防潮堤等のハード対策だけでは不十分であり，津波避

難等のソフト減災の取り組みが必要不可欠である．特

に，減災の取り組みのうち津波避難に関する既往研究

の中で，佐藤ら（2015）は来街者を対象とした避難行

動・避難誘導に関する実験を行い，来街者の避難時の

特徴について分析した 1)．本稿では，津波からの水平避

難と避難時に避難場所まで避難者を誘導するための避

難誘導サインについて着目する． 

避難誘導サインを設置する際のガイドラインには，

日本標識工業会によるもの 2)と日本サインデザイン協

会によるもの 3)の 2種類がある．これらのガイドライン

の内容を比較すると，共通点，相違点，またどちらに

も記載されていない内容がある．記載されていない内

容のうち，避難誘導サインの設置位置に関して，「交差

点に設置」といった絶対的位置に関する記載はあるが，

相対的位置に関する明確な記載がないことは，設置の

際に困惑する点であると考えられる．ガイドラインに

記載のあるように絶対的位置に 2 つのサインを設置し

たときに，サイン間の距離がサインを視認できる距離

よりも遠いと，迷ってしまう可能性がある．この場合，

実際に避難誘導サインを設置しようにもどれくらいの

間隔で設置すれば，サインとしての役割を果たすこと

ができるのかがわからないため，設置が困難であると

考えられる．また，サインの視認距離が明らかになれ

ば，避難場所までに設置すべき必要最低限のサイン数

がわかり，コストを最小限に抑えることもできる． 

 以上の問題点を解消するために，本稿では宮城県名

取市閖上地区で津波からの水平避難を想定したまちあ

るき，また避難場所まで避難者を誘導するための避難

誘導サインの視認性に関する実験を行い，その結果に

ついて述べる． 

 

 

２．視認性の実験方法 

２－１．対象とした水平避難  

宮城県名取市閖上地区の沿岸にある商業施設のゆり

あげ港朝市メイプル館（以下，メイプル館）から避難

場所である災害公営住宅まで避難する状況を想定し，

水平避難を行った．図-1 にメイプル館と災害公営住宅

の位置関係を示す．メイプル館から災害公営住宅まで

の距離は 1.2kmである．参加者は 18人であり，実験時

には各参加者の避難時間を計測するために GPS ロガー

を装着して実験を行った．18 人の参加者にはそれぞれ

想定の役割があり，その想定は健常者 13人，身体障害

者（車いす）1 人（+ 補助 1人），視覚障害者 1人（+ 補

助 1人），自転車 1 人である． 

２－２．避難誘導サインの視認性実験 

 図-2に示す避難誘導サインを模擬的に設置し，2-1 
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図-1 メイプル館と災害公営住宅の位置関係 

写真-1 視認性実験の様子 

図-2 実験に用いた避難誘導サイン 
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の参加者にサインを見てもらい，どの程度の見え方を

しているかに関する質問紙調査を行った（写真-1）．サ

インは長い直線路に設置し，サインから 100m，80m，

60m，40m，20m離れたところからサインを見て，それ

ぞれの距離からどのように見えるかということを選択

方式で調査した，選択肢は，「何らかの看板である」，「津

波避難に関する看板である」，「目的地の方向」，「看板

の中身の図」，「看板の中身の文字の内容」の 5 項目で

あり，サインを見てそれとわかる項目に〇をつけると

いう方法で調査を行った． 

３．実験結果 

３－１．水平避難での歩行速度 

 メイプル館から災害公営住宅までの水平避難実験を

行い，GPS ロガーから参加者の避難時のデータを取得

した．その中で，今回は健常者の避難時間に着目する

と，13 人の参加者の避難時間の平均は 13 分 47 秒（標

準偏差：55.48）であった．避難距離が 1.2km であるこ

とから，参加者の平均避難歩行速度を計算すると，

1.45m/s（標準偏差：0.1078）であった．これは，総務省

消防庁が示す避難歩行速度の目安 1.0m/s よりも約 1.5

倍速かった 4)． 

３－２．避難誘導サインの視認性実験結果 

図-3 に避難誘導サインの視認性実験の質問紙調査の

結果を示す．図-3 の縦軸はサインの設置場所からの距

離で，横軸は凡例に示す項目がわかった人の割合であ

る．図-3 より，100m の距離からサインを見た場合は，

90%以上の人が何らかの看板であるということはわか

るが，津波避難サインであるということはわからず，

避難誘導サインの設置間隔としては不適切であると考

えられる．80m，60m の距離の場合は，100m のときよ

りも津波避難に関する看板であるとわかる人の割合は

増えているが，その割合は 50%以下であり避難誘導サ

インとしては機能しないと考えられる．40m まで近づ

くと参加者全員が津波避難に関する看板であるとわか

り，サインの示す避難場所の方向がわかる人の割合も

60%を超えていることから，どこに向かって避難すれば

よいかということはわかるという結果であった．しか

し，文字の内容については 20m あたりまで近づかない

とわからないという結果であった． 

４．おわりに 

 本稿では，宮城県名取市閖上地区で沿岸にある商業

施設であるメイプル館から津波避難場所である災害公 

 

営住宅までの水平避難実験と避難誘導サインの避難誘

導サインの視認性実験を行った． 

 水平避難実験では，参加者の平均避難歩行速度が消

防庁により示されている目安よりも速かった．これは，

避難の目標地点である災害公営住宅が目立っていたこ

とや現在の閖上地区は避難場所までの道に建物がなく，

見通しが良いため避難時に迷う場所がなかったこと，

参加者が閖上地区の人であるためもともと周辺の地理

に詳しいことが理由であると考えられる． 

 避難誘導サインの視認性実験では，距離とサインの

見え方の関係について，100m程度の距離では何かしら

の看板であるという程度にしか視認できず，避難誘導

サインとしての役割を果たすのは 40m 程度より短い距

離であると推測された． 

 避難誘導サインについて，今回は距離と見え方の関

係に着目したが，現状のサインのデザイン，設置マニ

ュアルで避難者を避難場所まで時間やわかりやすさの

点で効果的に誘導できるのかということについて検討

したい． 
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図-3 視認性実験の結果 
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